
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｎｅｗｓ 
今年も全国各地で熱中症警戒アラートが発表され、危険な暑さが続く今日この頃です。 

会員・登録医の先生方にはいつもあくせすをご利用いただき、誠にありがとうございます。 

7月以降、新型コロナウイルス感染症が猛威を振るっており、当院の職員にも感染者や濃 

厚接触者が確認されています。 

入院対応が大変難しくなっている状況で、入院の受け入れにお時間を要することがあるか 

と存じますが、何卒ご理解とご協力をお願い申し上げます。 
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 7月 1日付けで連携室へ配属になりました岩畔です。私はこれま 

で開業医の事務員として勤務した経験があります。これからは会員・ 

登録医の先生方と当院とをつなぐかけはしになれるよう、培った経験 

を活かしながら日々精進してまいります。不慣れな点がありご迷惑をおかけする 

ことがあるかと思いますが、ご指導・ご鞭撻の程よろしくお願いいたします。 岩
いわ

畔
ぐろ

 麻美
あ さ み

 

地域医療福祉連携室あくせす 新メンバー紹介 

2人の子供たち 
を育てる 
ママです♪ 

医療安全対策講習会 
 7月 26日（火）、呉市医師会館 5階講堂にて第 40回医療安全対策講習会を 

開催いたしました。会場は感染対策のために人数を制限し、全職員が参加できる 

よう 2日間の予備日を設けました。 

今回は中川五男先生（中国労災病院 特命院長補佐）を講師にお招きし、「心肺蘇生の手順と自

動体外式除細動器（AED）の使い方」について講義をしていただいた後、実践練習を行いました。 

中川 五男先生 

実践練習の様子 

 講義では BLS（一次救命処置）アルゴリズムを説明して

いただきました。中でも、除細動（AED）が 1分遅れる毎

に救命率が 7～10％低下することや、心停止後すぐに胸骨

圧迫（心臓マッサージ）を開始することで、行わないときと

比べて 1分で 6％生存率が上がることを知り、まずは BLS

をいち早く行うことが大事であることを学びました。 

医師や看護師に限らず全ての職員が医療従事者としての 

自覚を持ち、いかなる場面でも迅速な行動ができるよう、職

種の壁を超えて真剣に実践練習に取り組みました。早めの判

断と行動を意識し、今回学んだ心肺蘇生の手順を今後に活か

してまいります。 
病室の場合は 

すぐにナースコールで 
人と物を集めましょう 

AEDのパッドを 
装着する際はできるだけ 

2つを離して 
貼ってください 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平均入院患者数  平均病床利用率  平均在院日数 ※  紹介外来患者数  医療相談患者数  

113.4 人  57 .2％  18 .3 日  80 人  103 件  

 呉市医師会病院 地域医療福祉連携室 あくせす     http:/www.kure.hiroshima.med.or.jp/hp/ 

電 話 （０８２３）３２－７５７６（直通） 院 長  中 塚    ＭＳＷ 森 下   ＭＳＷ  菅 原   ＭＳＷ  巻 幡          

ＦＡＸ （０８２３）３２－７５０７     室 長 中 間   事 務   中 野   事 務  向 井   事 務  住 吉   事 務 岩 畔 

 

演題：「呉の保健衛生統計からみえること」 
講師： 片山 紀彦（呉市医師会病院 副院長） 
日時： 2022年 9月 27日（火）19：00～ 
場所： 呉市医師会館 ５階講堂 
 

広島大学病院での整形外科診療  
～膝・足～ 

猫本
ねこもと

 明紀
あきのり

 先生（広島大学病院 整形外科） 

 

関係医師 
懇談会 
のご案内 

広島大学病院整形外科の猫本明紀と申します。呉市医師会病院では2019年 7月から非常勤として働

いており、月曜日に主に入院患者さんを中心に診療を行っております。 

ここでは、私が所属する膝・足グループをそれぞれ紹介します。膝グループは整形外科主任教授 安達

伸生先生率いる 8名で構成されており、大学病院では教授を含めたスタッフ 4名が中心となり、初診・

再診外来を水曜日に行っております。足グループは中佐智幸先生率いる 5名で構成され、大学病院では

中佐先生、生田祥也先生のスタッフ 2名で、月曜日に初診外来、水曜日に再診外来を行っております。 

 
膝グループでの近年の取り組みとしては、変

形性膝関節症に至らないための治療を積極的に

行っています。現在、膝関節の広範囲軟骨損傷

に対しては、自家軟骨培養移植術という再生医

療を行っています。さらに、今後は半月板修

復・再生に向けて、「半月板損傷患者を対象に

したシルクエラスチンを用いる医師主導治験」

が開始されます。これまでの軟骨の治療に加え

て、半月板の治療を行うことで、究極の根治を

目標としております。  
 
足グループでは、小児からご高齢の患者さん

まで幅広く診療を行っております。足部・足関

節の変形が高度な場合では、これまでの病院で

は「あきらめなさい」と言われましたといって

外来に来られる患者さんも少なくありません。

また、高齢社会に伴い、膝関節同様に、変形性

関節症の患者さんが増加しております。変形性

足関節症では病期に応じて行える術式が変化す

るため、関節温存するためには、早期の治療介

入が重要と考えます。  
 
最後に、医師会の先生におかれましては、

膝・足で困っている患者さんがおられましたら、

是非とも広島大学病院へご紹介いただきますよ

うお願い申し上げます。 

 

WEB配信も行いますので 
お気軽にご参加ください♪ 

★7 月１日～7 月 31 日★ ※届出日数（地域包括ケア病棟、障害者病棟等を除く） 

広島大学病院整形外科 膝グループ 

広島大学病院整形外科 足グループ 


